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【図5】文章検定での作文指導の際に用いたワークシート
そのため，まずは，ワ
ークシート（【図5】）の上にあるバタフライチャーどを共有しあう時間を設けている。なお，作文を書
トに賛成反対両方の考えと根拠を書き出させる。そいた後にも，「根拠が明確であるか．根拠に説得力
の次に，下の構成メモに簡単に記させ，その後にがあるか｣，「論点がずれていないか．テーマに対し
600字作文を書き始めさせる。て提示する具体例がふさわしいか｣，「文章の主語述
授業では，バタフライチャートが一人ひとり書け語にずれがないか．文章のつながりがおかしくない
た段階で，班でお互いの記したものを見せ合い，自か」について生徒同士で確認し，指摘し合い，さら
分の考え以外にもどのような根拠が考えられるかなに直させている。
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(4)「自ら問いをたて，それ
を一つずつ検証していく力を
育てる」ということを意識し
て論文作成の指導を行ってい
る。
作品としては,『山月記｣(中
島敦),『檸檬』(梶井基次郎)，
『こころ』(夏目漱石)を扱った。
まずは読んだ後に，概要を
つかむために年表を作成して
時系列でまとめたり，思考ツ
ールを用いて人物像を捉えた
りさせる。その後，作品の主
題に関わるような大きな問い
を立て，探究チャートを用い
て小さな問い（大きな問いを
検証するための問い）を立て
ながら答えを出していく。教
員は，構成作成の段階までに
細かく生徒と面談を行い，個
別で指導を行う･構成が完成
した後,論文を書かせている。
(例1）
大きな間い<Kはなぜ自殺したのか〉
検証のための問い①先生はなぜKより先に求婚したのか
検証のための問い②先生はなぜKを追い詰めたのか
検証のための問い③Kが自殺した時、なぜ襖が空いていたのか
検証のための問い④Kは遺書になぜお嬢さんとのことを書かなかったか
検証のための問い⑤Kは恋をする自分をどう捉えていたか
(例2）
大きな問いく先生はなぜ自殺したのか〉
検証のための問い①先生はKの自殺をどう解釈していたか
検証のための問い②先生はなぜ真相を奥さんに打ち明けなかったのか
検証のための問い③「恐ろしい影」とは何か
検証のための問い④先生はなぜ自殺を踏みとどまっていたのか
検証のための問い⑤明治の精神に殉死するとはどういうことか
(例3）
大きな問いく作品における「私」の存在とは〉
検証のための問い①先生は私に対してどのように接していたか
検証のための問い②先生はどのような人物か
検証のための問い③私はどのような人物か
検証のための問い④静は先生にとってどのような存在なのか
検証のための問い⑤Kは先生にとってどのような存在なのか
検証のための問い⑥先生はなぜKに遺書を託したのか
3．現代文の授業を通して見
卜証のための問Ⅷえる生徒の変化
(1)生徒のアンケートの結果
【図6】『こころ』
から見える生徒の変化（生
徒の主観）
「授業を通して知識や語彙力が増えたか｣，「授業
を通して根拠を明確にして考えたり書いたりする力
が身に付いたか｣，「授業を通してつながり（主語と
述語のつながり・章と章のつながり．問いと答えの
論理性）を意識して文章を書く力が伸びたか」「授
業を通して多様な価値観を理解できるようになった
か｣，「授業を通して物事に疑問を持ち，それらの疑
問に対して自分自身もしくは仲間とで解決する方法
の論文で出た大きな問いと検証のための問いの例
が身に付いたか｣，という5つの質問をしたが，95
％の生徒が「増えた」「身に付いた」「伸びた」「広
くなった」と答えている。
(2)ワークシートの分析（教員による評価）
生徒の記入したワークシートを分析すると，全生
徒が学習内容の意図を理解し，前向きに取り組んで
いることが分かる。しかし，「この学習活動で身に
付いたものが別の場面でいかされるのか（将来も役
立つ質の高い学力となっているか)」は，ワークシ
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－トのなかの「感想や疑問」の項目と関連している
と考えている。そのため，ワークシートの感想や疑
問の項目を，ルーブリック評価で検証した。A「新
たな視点が加わっている．多角的である｣,B「根
拠が説明されている．自己の経験と結び付けてい
る｣,C「感覚的・表面的である」の3段階で評価
した。1年生の2学期は「A20%･B50%．C･30
％」であったが，2年生の2学期は「A40%．B50
%.c.10%」となっている。（【図7】）これらの
評価は教員の主観によるところもあるだろうが，数
値的には将来に役立つ学習となっている生徒が増え
たことがわかる。
(3)論文添削指導と外部試験の導入（外部機関によ
る客観評価）
本校の生徒は，文章を書くことに抵抗のない生徒
【図7】ワークシートから見える生徒の変化
が多い。しかし，生徒の文章を読んでいて，「論理
性に欠ける」「テーマとずれている」「一文が長くて
分かりにくい」などの課題が見えてきたため，1年
の2学期から論文指導を6回行い，それ以前とそれ
以降の文章の違いを分析した｡項目は「根拠が明確
であるか．根拠に説得力があるか｣，「論点がずれて
いないか．テーマに対して生徒の提示する具体例が
ふさわしいか｣，「文章の主語述語にずれがないか．
文章のつながりがおかしくないか」である。指導前
は3項目のうちのいずれかに問題のある生徒が80％
であったが，指導後は20％になっている。また，そ
れをはかるものとして文章検定の受験を導入した。
結果，99％の生徒が合格することができ，概ね「思
考力・判断力・表現力」は身に付いてきていると思
われる。
4．5つの人間力を培うための古文での授業実践
(1)一年次の古文の授業では，「古文作品を読む上
での背景知識や古語の知識文法知識を増やす」と
いうことを意識して指導している。そのため一年次
の一学期には，『伊勢物語』「初冠」（一段）「月やあ
らぬ」（四段)・｢通い路の関守」（五段)・｢芥川」（六
段)･｢東下り」（九段)･｢盗人」（十二段)･｢梓弓」（二
十四段）・「行く蛍」（四十五段）・「渚の院」（八十二
段）・「小野の雪」（八十三段）・「さらぬ別れ」（八十
四段),『大和物語』「峰のもみじ葉」（九十九段)･｢嬢
捨」（百五十六段）・「鹿の声」（百五十八段）を扱っ
た。同じテーマの作品を複数扱うと共に，たくさん
の作品に触れさせるようにし，文法事項の確認，現
代語訳の練習，心情の読解，和歌の修辞などの学習
を通して，平安時代の雅，和歌を詠む意味，恋愛や
結婚などについてなどについて学んでいる。
一年次の二学期は仏教説話などを4作品読んだ
後，『蜻蛉日記』「父の離京」（上巻)・｢薦」（上巻)．
｢うつるひたる菊」（上巻)･｢泪坏の水」（上巻)･｢鷹」
(中巻)，『大鋤「花山天皇の出家」を扱い，人物関
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係の整理，心情の読み取
りなどを通して，藤原兼
家と道綱母の人物像を捉
える学習活動を行ってい
る。また，後半は，『和
泉式部日記』「夢よりは
かなき世の中を」「影こ
そ出づれ｣｢手枕の袖｣｢帥
の宮の訪れ」「北の方の
退去」を扱い，平安女性
の生き方について考えさ
せている。その際,ワー
クシート（【図8】）を用
いて，和歌の持つ意味や
登場人物の心情などにつ
いて，根拠を明確にして
(本文の記述を意識させ
て）考えさせている。
(2)「古文文法は暗記さ
せるのではなく，調べて
理解させる」ということ
を意識して，文法事項の
指導を行っている。授業
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【図8】『和泉式部日記』の授業での生徒のワークシート①
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記させることはせず,繰り返し調べさせ,確認させ，
考えさせることで文法事項を身に付けさせていきた
いと考えている。なお，考査問題などに関しても，
文法事項を問うような問題に関しては授業で扱った
文章からは出題していない。なお，活用表などなど
も考査問題に添付し，文法事項の暗記は一年次から
は積極的にさせていない。
をする際には現代語訳を授業前に配布し，助動詞や
助詞や敬語などの意味や活用などについてはその現
代語訳にそって理解させるようにしている。「大学
受験で必要であるから」「現代語訳をするときに必
要であるから」と説明すれば前向きに取り組む生徒
は多いが，古文文法の知識が現実の社会において役
だつ力になるとは考えにくい。「正しく文法書の解
説や表を読み取る力｣，「現代語訳の表現から意味を
読み取る力」を育てる方が，将来も使えると考え，
このような手法を取り入れている｡一学期の授業は，
1時間で1作品を扱うペースで進めた。様々な文章
に触れ，その都度文法を確認するなかで，文法に関
する知識は自然と身に付いていく。無理に急いで暗
5．古文の授業を通して見える生徒の変化
(1)生徒へのアンケートの結果から見える生徒の変
化（生徒の主観）
「授業を通して背景知識や古語知識が増えたか｣，
｢授業を通して調べ方や読み取り方が身に付いた
－7－
か｣，という2つの質問をしたところ，85％の生徒
が｢増えた｣｢身に付いた｣と答えている。しかし,｢授
業で学んだ内容が，他の作品でも応用できるか」と
いう質問に対しては，「他の作品ではできない，難
しい｣｢他の作品で考えた場合,正しいか自信がない」
と答える生徒が20％と少なくない。
(2)ワークシートの分析（教員の評価）
生徒の記入したワークシートを分析すると，85％
の生徒が学習内容の意図を理解し，前向きに取り組
んでいることが分かる。しかし，「この学習活動で
身に付いたものが別の場面でいかされるのか（将来
も役立つ質の高い学力となっているか)」は，ワー
クシートのなかの「感想や疑問」の項目と関連して
いると考えている。そのため，ワークシートの感想
や疑問の項目を，現代文と同様にルーブリック評
価で検証した。A「新たな視点が加わっている｣，
B「根拠が説明されている．既習の内容と結び付け
ている｣,C「内容が理解できていないだけである」
の3段階で評価した。1年生の1学期は「A5%･
B45%．C･50%」であったが,1年生の2学期は
｢A15%･B65%･C20%」となっている。（【図9】）
大きな伸びとは言えないが，数値的には将来に役立
つ学習となっている生徒が少し増えたことがわかる。
6．おわりに
今回，「将来も使える質の高い学力」を育てるた
めの授業実践と生徒の変化について記してきた。
教師は，生徒に知識と技能を身に付けさせるとと
もに，それを活用して思考し，判断し，表現する力
を育てる授業を行うことが求められている。
今後，大学入試改革に伴い，高等学校での授業の
在り方も変化していくと思われる。その際，新たな
大学入試対策の授業に安易にシフトするのではな
く，常に生徒の現状及び生徒の将来を見て授業をつ
くっていくことが大切であると思われる。
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【図9】ワークシートから見える生徒の変化
